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ＪＲ東海労新幹線地本 

 あけましておめでとうございます。昨１年間の新幹線地本の取り組みに対して多

くの激励、ご協力に改めて感謝を申し上げます。 

昨年は、ＪＲ総連からのＪＲ東海労組織破壊攻撃により新幹線地本から１７名の

脱退者が出ました。この脱退を創り出したＪＲ総連を許さず、今後もＪＲ東海労の

当たり前の運動を推し進めていく決意です。 

ロシアによるウクライナ侵攻、イスラエルのガザ地区を実効支配するハマスとの

戦闘が終わりの見えない状況が続いています。日本も、戦争が出来る国にする策動

が推し進められています。憲法九条の改悪を許さないため、平和を求める市民・団

体との連帯の輪を押し広げる取り組みを、今後も追求していきます。 

職場においては、年休裁判、診断書強要行政訴訟裁判の闘いを通じて、会社の年

休及び勤務の扱いがデタラメであることが満天下に明らかになりました。昨年１１

月２８日に診断書強要行政訴訟裁判は、「中労委命令を取消す」という完全勝利判

決が言い渡されました。今後もＪＲ東海会社の労働組合軽視の姿勢を糺すために闘

いを更に強化していきます。また、リニア建設を即刻中止させるため、ストップリ

ニア！裁判やリニア建設反対の市民・団体との連帯を今後も追求していきます。 

新幹線地本は、関連会社を含む全労働者の声を代表して果敢に闘いを展開します。

今年も多くの闘いに挑まなければなりませんが、全ての闘いを組織強化・拡大に結

実するために奮闘していきます。共に頑張りましょう。 
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